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菊
池
市
に
は
平
成
16
年
に
廃
業
し

た
蔵
元
の
建
物
が
登
録
有
形
文
化

財
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

赤
酒　江

戸
時
代
、
熊
本
の
酒
は
、
も

ろ
み
を
搾し

ぼ

る
前
に
木あ

灰く

を
入
れ
る

灰は
い
も
ち
さ
け

持
酒
の
一
種
、
赤
酒
だ
け
で
し

た
。
明
治
時
代
に
な
り
、
清
酒
と

比
べ
て
、
同
量
の
白
米
か
ら
醸
造

さ
れ
る
量
が
少
な
い
赤
酒
は
醸
造

量
が
減
少
。
戦
時
中
に
は
製
造
が

中
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
戦
後
に
復

活
。
千
代
の
園
酒
造
で
は
現
在
も

赤
酒
を
作
り
続
け
て
い
ま
す
。

（
担
当
：
和
水
町
社
会
教
育
課
）

詰
め
た
こ
の
し
ろ
の
丸
ず
し
。
玉

名
市
や
山
鹿
市
で
、
正
月
や
祝
い

事
の
時
に
食
べ
る
も
の
で
、
玉
名

市
で
は
丸
ず
し
作
り
体
験
も
で
き

ま
す
。

ガ
ネ
め
し

菊
池
川
や
支
流
で
捕
れ
る
ガ

ネ
（
モ
ク
ズ
ガ
ニ
・
山
太
郎
カ
ニ
）

を
お
米
と
炊
き
込
ん
だ
ガ
ネ
め
し

は
、
ガ
ネ
が
捕
れ
る
10
月
か
ら
11

月
が
食
べ
頃
で
す
。
和
水
町
で
毎

年
11
月
第
３
日
曜
日
に
開
催
さ
れ

る
「
山
太
郎
祭
」で
食
べ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

酒
造
り

菊
池
川
流
域
で
は
酒
造
り
も
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
。
良
質
な
お
米

と
清
ら
か
な
水
を
材
料
と
す
る
日

本
酒
は
、
こ
の
地
域
で
は
現
在
、

山
鹿
市
に
あ
る
千
代
の
園
酒
造
、

和
水
町
に
あ
る
花
の
香
酒
造
、
菊

池
市
に
あ
る
美
少
年
の
３
つ
の
酒

造
所
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

菊
池
川
流
域
は
太
古
か
ら
米
ど

こ
ろ
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
一
般
的
に
白
米
だ
け
の
ご
飯
を

食
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
戦
後
の

こ
と
で
す
。
今
で
は
当
た
り
前
の

よ
う
に
食
べ
て
い
ま
す
が
、
か
つ
て

白
米
は
祭
り
や
行
事
、
来
客
へ
の

も
て
な
し
の
時
だ
け
に
出
さ
れ
る

ご
馳
走
で
し
た
。
菊
池
川
流
域
に

は
、
地
元
の
食
材
と
お
米
を
組
み

合
わ
せ
た
、
地
域
な
ら
で
は
の
郷

土
料
理
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
菊
池
川
流
域
で
は
各
地

で
酒
造
り
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
現

在
も
山
鹿
市
、
和
水
町
、
菊
池
市

に
ひ
と
つ
ず
つ
酒
造
所
が
あ
り
ま

す
。

こ
の
し
ろ
の
丸
ず
し

菊
池
川
が
流
れ
込
む
有
明
海
で

捕
れ
る
魚
「
こ
の
し
ろ
」を
背
割

り
に
し
、
塩
を
か
け
た
後
に
甘
酢

で
締
め
、
中
に
酢
飯
や
お
か
ら
を

菊
池
川
流
域
の
米
の
食
文
化

このしろの丸ずしガネめし

■
菊
池
川
あ
そ
び
～
川
の
恵

み
を
感
じ
よ
う
！
～

　
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
菊

池
川
の
歴
史
や
文
化
、景
色
な
ど

の
恵
み
を
感
じ
な
が
ら
、菊
池
川

を
思
い
っ
き
り
楽
し
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。
カ
ヌ
ー
や
和
船
の
乗
船

体
験
な
ど
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
ま
す
。

場
所
　
高
瀬
船
着
場
跡（
玉
名
市

指
定
史
跡
）

　
　
※
駐
車
場
は
河
川
敷
駐
車

場
を
利
用
し
て
下
さ
い
。

日
時
　６
月
８
日
㈯
午
前
９
時

主
催
　
菊
池
川
お
お
か
わ
の
会

問
い
合
わ
せ
先
　森
田

☎
０
９
０（
２
５
８
８
）４
３
６
０

イ
ベ
ン
ト
情
報
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査
も
、
一
年
九
ヶ
月
が
経
過
し
ま

し
た
。
伐ば

っ
さ
い採
班
の
方
々
が
頑
張
ら

れ
て
、
城
跡
は
、
見
違
え
る
よ
う

に
、
綺
麗
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
Ａ
区

を
詳
し
く
取
り
上
げ
ま
す
。

〔
中
心
部
〕
痩や

せ
馬
の
背
中
に
似
た
南
北
尾

根
筋
を
、
東
西
両
側
か
ら
削そ

ぎ
落
し
て
、
土ど

塁る
い

線せ
ん

の
壁
に
仕
上
げ
て
い
ま
す
。
上
面
は
、

南
か
ら
北
へ
の
平
な
緩
傾
斜
地
で
、
全
長
58

ｍ
。
標
高
は
、
南
端
で
56
・
7
ｍ
、
北
端
で

55
・
8
ｍ
。
南
端
下
に
は
、
堀ほ

り

切き
り

１
が
あ
り
ま

す
。
地
形
の
変
化
点
で
、
対
岸
に
「
高た

か

城じ
ょ
う

」

下
の
Ｂ
‐
１
が
あ
り
ま
す
。

〔
堀
切
１
〕
上
場
幅
９
ｍ
、
堀
底
と
の
高
低
差

は
、
Ａ
区
南
端
か
ら
2
・
6
ｍ
、
Ｂ
‐
１
北

端
か
ら
1
・
86
ｍ
。
後
世
に
、
か
な
り
埋
め

戻
さ
れ
て
い
ま
す
。

〔
東
側
下
〕
三
段
の
帯
状
地
形
が
並
列
し
、
各

段
差
面
は
、
削
り
落
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
低

差
は
、
上
部
か
ら
順
に
、
0
・
84
ｍ
、
2
・

74
ｍ
、
2
・
52
ｍ
。
三
段
目
か
ら
下
位
は
、

絶
壁
に
近
い
地
形
に
な
り
ま
す
。

〔
西
側
下
〕
北
側
に
Ａ
‐
１
、
南
側
に
Ａ
‐
２

の
削さ

く

平へ
い

地ち

が
あ
り
ま
す
。

Ａ
‐
１
…
高
低
差
は
、
2
・
95
ｍ
、
長
さ
25

ｍ
、
幅
６
ｍ
。
南
端
で
、
す
ぼ
ま
り
ま
す
。

Ａ
‐
２
…
は
、
高
低
差
は
、
1
・
1
ｍ
、
長

さ
34
ｍ
、
最
大
幅
19
ｍ
、
北
側
で
、
す
ぼ
ま

り
ま
す
。

〔
縄
張
り
の
中
の
Ａ
区
〕

　
「
高
城
」と
呼
ば
れ
る
中
心
区
域
の
北
側
に

位
置
し
て
い
ま
す
。
土
塁
線
の
壁
を
な
す
事

か
ら
、
戦
闘
区
画
で
あ
る
事
に
疑
い
は
、
あ

り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
東
下
は
、
凝ぎ
ょ
う

灰か
い

岩が
ん

の

絶
壁
地
形
に
も
係
わ
ら
ず
、
縁
部
が
、
三
段

の
帯
状
地
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。
守
り
は
非

常
に
警
固
で
す
。
一
方
で
、
西
下
は
、
南
北

２
箇
所
に
、
や
や
広
め
の
削
平
地
を
設
け
て

い
ま
す
。
こ
こ
に
敵
勢
を
追
い
詰
め
て
、
一

気
に
叩
い
た
の
で
し
ょ
う
。

図
３
　
Ａ
区
北
側〔
西
－
東
〕断
面
図

図
４
　
Ａ
区
南
側〔
西
－
東
〕断
面
図

写真１　土塁線の壁

図２　Ａ区〔北－南〕断面図

図１　神尾城跡Ａ区測量図

図５　神尾城跡全体縄張り図

東
下

帯
状

削
平

地
東

下
帯

状
削

平
地
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